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令
和
２
年
度
フ
ル
稼
働
中

新
し
い
生
活
様
式
と
と
も
に

新
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
へ
の
対
応

か
ら
始
ま
っ
た
。
県
内
で
は
、

３
月
１
８
日
に
最
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
４
月

末
ま
で
に
１
２
２
人
に
拡
大

し
た
。
４
月
は
そ
の
対
応
に

県
内
す
べ
て
が
、
そ
し
て
こ

の
福
井
土
木
事
務
所
も
追
わ

れ
続
け
た
。

連
日
、
感
染
拡
大
が
相
次

い
だ
た
め
、
本
所
で
は
、
全

所
員
が
緊
張
感
を
持
っ
て
、

工
事
現
場
や
所
内
の
感
染
対

策
、
職
員
の
体
調
管
理
の
徹

底
を
図
っ
た
。

福井土木事務所 検索

西出 福井土木事務所長

感
染
防
止
か
ら
の
幕
開
け

４
月
１
４
日
、
県
下
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

県
庁
全
体
で
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
防
止
業
務
に
取
り
組
ん

だ
。福

井
土
木
で
も
寄
付
さ
れ

た
医
療
資
材
の
病
院
等
へ
の

配
送
、
マ
ス
ク
あ
っ
せ
ん
事

業
、
病
院
で
の
検
温
業
務
、

保
健
所
で
の
電
話
対
応
な
ど

所
員
が
総
動
員
で
業
務
に
当

た
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
発
令

コ
ロ
ナ
禍
で
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
意
義

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
改
め
て
、
社
会
経
済
活
動

に
お
け
る
人
的
・
物
的
交
流

の
重
要
性
と
と
も
に
、
そ
れ

を
支
え
る
道
路
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
必
要
性
が
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
管
内
の
土
木
工
事

に
お
い
て
は
、
現
場
で
の
マ

ス
ク
着
用
や
対
人
間
隔
の
確

日付 感染状況とその対応 福井土木の対応

2/28 第１回対策本部会議開

催（学校休校等）

消毒、換気等の環境整備開始

3/18 県内初の感染者確認 あらゆる自粛の動き

4/1 県内の感染が相次ぐ 事務所内の感染防止徹底を掲げて

新年度がスタート

4/2 感染拡大、医療体制

ひっ迫へ

対面業務を一時中断、リモートへの

切り替えを検討

4/7～ 生活自粛要請広がる ２班での分散勤務体制や在宅勤務を

推進

4/14 県下に「福井県緊急事

態宣言」発令

事務所の入所制限など感染防止対策

を強化

4/15 不要不急の外出自粛 用地交渉、地元対応、打合せは

リモートが原則に。

県境道路に往来自粛を要請する

看板設置

コロナ感染拡大防止業務に

も総動員で対応

4/28 122例目で一時終息へ

5/18 緊急事態宣言解除 新しい生活様式に沿った業務行

動を継続中

表 福井土木における新型コロナウイルスの対応経緯

消毒備品の配備

寄
付
マ
ス
ク
を
医
療
機
関
へ
配
送

医療物資を積み込む土木・農林
職員＝５月15日、福井土木→

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
県
内

の
医
療
機
関
で
の

医
療
物
資
の
不
足

が
大
き
な
課
題
と

な
る
中
、
県
内
外

の
事
業
所
や
個
人

か
ら
医
療
用
の
マ

ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
な
ど
多

く
の
物
資
が
県
に

寄
付
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
物
資
は
一
旦
、
福
井
土

木
事
務
所
に
集
め
ら
れ
、
こ
こ
か
ら

県
内
の
各
医
療
機
関
へ
と
配
送
さ
れ

た
。
福
井
土
木
に
は
県
内
全
域
か
ら

土
木
・
農
林
事
務
所
の
職
員
が
一
斉

に
集
結
し
、
寄
付
者
の
温
か
い
気
持

ち
を
い
ち
早
く
医
療
従
事
者
に
伝
え

た
い
と
県
内
各
医
療
機
関
を
駆
け
回

っ
た
。
こ
の
業
務
に
従
事
し
た
若
い

土
木
職
員
は
「
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
微

力
な
が
ら
お
手
伝
い
が
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

１頁

ふ
く
い
ん
ふ
ら

福
井
土
木
の
お
仕
事
便
り

＊
ふ
く
い
ん
ふ
ら
と
は…

４
頁

入所制限

大会議室での執務

保
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
打

合
わ
せ
や
工
事
検
査
に
よ
る

３
密
の
回
避
等
の
対
策
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状

況
下
に
お
い
て
も
特
段
の
影

響
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防

止
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
着

実
に
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コロナ禍にあっても職員は元気いっぱいです！

！

面会を避け遠隔会議

創刊号

コ
コ
試
験
に
出
し
ま
す
よ
（
笑
）

昨
年
度
発
行
の
パ

ン
フ
に
続
き
新
聞
を

発
行
。
新
聞
部
を
立
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４頁

編
集

後
記

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

方
が
一
人
で
も
増
え

た
ら
幸
い
で
す
。(

野
）

▼
い
ず
れ
も
自
信

作
！
楽
し
ん
で
読
ん

で
ね
（室
）▼
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
（笹
）▼

今

後
も
土
木
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
ま

す
（宮
）▼
育
休
で
質

問
あ
れ
ば
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（今
）▼
次
回

作
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
（廣
）▼
記
事
作
成

に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
光
栄
で
す
（杉
）▼

記
者
募
集
中
！
楽
し

そ
う
と
思
っ
た
ら
気

軽
に
連
絡
し
て
ね
☺

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
新
聞
を
通

し
て
土
木
や
建
築
の
仕
事
に
興
味

「
経
岩
さ
ん
が
背
中
に
背
負

っ
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か

？
」

福井県福井土木事務所
河川砂防課 経岩さん

災
害
時
に
は

・

速
や
か
な
情
報
共
有

・

迅
速
な
対
応
（
被
災
規

模
の
把
握
、
二
次
災
害

の
危
険
性
の
判
断
、
応

急
対
策
方
法
の
決
定
）

に
役
立
つ
の
で
す
！

土木マシーンコレクション

「
土
木
の
お
仕
事
で

ド
ロ
ー
ン
は
ど
ん
な

風
に
活
躍
し
て
い
る

ん
で
す
か
？
」

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
工
事
現

場
を
上
空
か
ら
撮
影
し
、
現
状

把
握
や
進
捗
管
理
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
現
場
で

は
土
砂
崩
れ
で
道
路
が
塞
が
れ

て
い
た
り
し
て
人
が
近
づ
け
な

「
今
後
ド
ロ
ー
ン
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
か
？
」

て
い
る
ん
で
す
。
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
現
場
の
状
況
を
共
有
し
た

り
、
撮
影
位
置
を
指
示
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
優
れ
物
で

す
。
こ
の
映
像
は
録
画
・
蓄
積

さ
れ
る
の
で
、
災
害
時
に
は
復

旧
計
画
を
検
討
す
る
た
め
の
参

考
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

や
、
原
因
究
明
に
欠
か
せ
な
い

被
災
当
時
の
記
録
映
像
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

現
在
は
主
に
工
事
現
場
や
災

害
現
場
で
利
用
し
て
い
ま
す
が

、
今
後
は
橋
梁
や
砂
防
堰
堤
な

ど
土
木
施
設
の
日
常
点
検
に
も

活
用
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
現
場
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
撮
影
を
し

て
い
ま
す
。
自
由
自
在
に
角
度
を
選
ん
で
撮

影
で
き
る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
と
言
っ
て
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
て
撮
影
し
て
い
る
映
像
を
離
れ
た

場
所
（
土
木
事
務
所
や
県
庁
等
）
に
送
信
し

危機対策防災課より
R2.6.16 導入

映
像
伝
送

シ
ス
テ
ム

mavi-kun

ふくいんふら
[Fuku-infra] or [Fukuin-Hula]
①福井のインフラ：社会基盤整備を担

う福井土木事務所
②福音＋フラ：喜びを伝える良い知ら

せ／ハワイの踊り、信仰や自然の偉
大さ、歴史などを後世に伝える

→つまり、福井の自然、社会基盤づく
りを継続して行っていくとともに、こ
の資産を後世に誇りをもって伝える媒
体になりたい、と思って名付けました。
末永くごひいきにしてください(^^)/

←ちなみにこちらは、管内
に位置する各河川と山海を
イメージ配置したものです。
わかります？

ふくいんふら

み
ち
も
り

活
動
募
集
中

福
井
県
で
は
、
歩
道
の
植
樹
ま
す
な
ど
を
活
用
し
て
行

う
「
花
の
植
栽
」
「
清
掃
」
「
除
草
」
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
ご
参
加
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
美
し
い
沿
道
を
一
緒
に
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

事例紹介

福
井
市
城
幸
自
治
会
連
合
会

城
東
橋
を
美
し
く
す
る
会

【
参
加
団
体
の
声
】

福
井
駅
の
東
に
あ
る
城
東
橋
の
改
修
を
機
会
に
こ
れ
ま

で
雑
草
で
荒
れ
放
題
だ
っ
た
花
壇
に
て
地
元
の
児
童
と
大

人
３
０
名
で
春
と
秋
に
花
植
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

花植え活動中

2020年（令和２年）8月10日（道の日）

夏
の
時
期
に
は
当
番
制
で
水
や
り
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
「
道
路

功
労
者
」
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
方
々

か
ら
の
「
き
れ
い
だ
ね
！
ゴ
ミ
が
少
な
く

な
っ
た
ね
！
」
と
い
う
声
を
励
み
に
道
路

の
美
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ワンポイント防災
愛する人を守るのは己の知識と行動力

福井土木洪水浸水想定区域図検索

まずは身近な水害を学んでみましょう!



って、わた
したちの身近な
ところにたくさ
んあるんです！
はぴりゅうと

一緒にさがして
みませんか

創刊号

令
和
２
年
度

福
井
土
木
の
主
要
事
業

２頁

前
編

福井土木事務所
公式アカウント開設
福井土木事務所は６月17日、公式

のフェイスブック・インスタグラム
のアカウントを開設した。福井土木
事務所の事業の進捗状況や珍しい工
法の紹介、工事等による主な通行規
制情報の提供のほか、土木の魅力や
福井県土木部に関するＰＲも発信す
る。若手職員を中心とし、週一回以
上発信し続けることを目指している。

「福井県福井土木事務所」

＃福井土木事務所でも検索可能

「fukui.doboku」

土木

福井土木事務所ＨＰにて公開中

R元年度クレドアワード
知事賞受賞

福井土木ＰＲ隊

ふくいんふら

【道
路
】

一
般
県
道
福
井
森
田
丸
岡
線
は
、

国
道
４
１
６
号
の
福
井
市
開
発
町
を

起
点
に
北
上
し
、
九
頭
竜
川
を
渡
り

坂
井
市
に
至
る
４
車
線
の
道
路
で
、

現
在
整
備
し
て
い
る
区
間
は
、
福
井

市
に
お
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
が

完
了
し
た
市
場
周
辺
地
区
と
現
在
実

施
中
の
森
田
北
東
部
地
区
を
結
ぶ
１
，

５
５
０
ｍ
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の

う
ち
約
４
１
５
ｍ
が
新
九
頭
竜
橋

（
仮
称
）
と
な
る
。

底
喰
川
は
福
井
市
市
街
地
を

東
西
に
貫
流
す
る
典
型
的
な
内

水
河
川
で
、
近
年
周
辺
部
の
開

発
が
急
速
に
進
み
、
そ
れ
に
伴

う
保
水
・
遊
水
機
能
の
減
少
に

よ
っ
て
、
た
び
た
び
浸
水
被
害

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

昭
和
５
４
年
よ
り
治
水
安
全
度

５
０
分
の
１
（
５
０
年
に
一
度

程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
洪
水

規
模
）
を
確
保
す
る
た
め
の
河

川
改
修
工
事
を
推
進
し
て
い
る
。

全
体
改
修
区
間
５
，
８
８
０

ｍ
の
う
ち
日
野
川
合
流
部
よ
り

３
，
５
０
０
ｍ
に
つ
い
て
は
、

日
野
川
の
改
修
を
に
ら
み
暫
定

断
面
（
１
０
分
の
１
）
に
て
改

修
を
進
め
、
現
在
完
了
し
て
い

る
。
今
後
は
事
業
の
進
捗
を
促

進
す
る
た
め
計
画
規
模
１
０
分

の
１
の
断
面
に
て
整
備
を
進
め

る
が
、
明
道
橋
よ
り
上
流
区
間

に
つ
い
て
は
、
橋
梁
が
連
続
す

る
た
め
、
計
画
規
模
５
０
分
の

１
で
の
整
備
を
進
め
る
。

前
編

当
該
道
路
は
、
交
通
の
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
九
頭
竜
川
を
渡
る
部
分

の
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
、
南
北
方
向

の
交
通
の
円
滑
化
、
広
域
幹
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

新
九
頭
竜
橋
（
仮
称
）
に
つ
い
て

は
、
全
国
初
と
な
る
道
路
と
新
幹
線

併
用
橋
の
下
部
工
一
体
構
造
で
あ
り
、

橋
梁
の
中
央
部
に
新
幹
線
、
両
側
に

道
路
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

新
九
頭
竜
橋
（仮
称
）工
事

一
般
県
道
福
井
森
田
丸
岡
線

（福
井
市
寺
前
町
か
ら
上
野
本
町
）

［計画幅員］
上り線・下り線とも
車道２車線
車道幅３．５ｍ×２
歩道幅３ｍ

【河
川
】
河
川
改
修
工
事

一
級
河
川

底
喰
川

［過去の出水状況・浸水被害］
（過去１０年間）

・出水回数 ６回
（うち床上被害３回）

・最大浸水戸数 １５３戸
（うち床上被害３戸）

工事中の状況（左岸側から）

右岸側から

工事中の状況（上流側から）下流側から

右岸取付道路

作業移動車（ワーゲン）

※橋脚からワーゲンを用いて、
左右にバランスをとりながら
張り出していく。

平
成
３
０
年
１

０
月
か
ら
左
岸
側

（
南
側
）
、
令
和

元
年
１
０
月
か
ら

右
岸
側
（
北
側
）

の
上
部
工
に
着
手

し
て
お
り
、
早
期

開
通
を
目
指
し
、

工
事
を
進
め
て
い

る
。
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５
月
上
旬
に
生
ま
れ
た
我
が
子
、
出

産
立
会
時
お
よ
び
そ
の
後
１
週
間
の
計

７
日
特
別
休
暇
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、

日
を
追
う
ご
と
に
か
わ
い
さ
が
増
す
た

め
、
上
司
に
相
談
し
６
月
下
旬
に
５
日

間
の
育
児
休
業
を
い
た
だ
い
た
。

俺
の
育
休
日
誌

「息
子
が
可
愛
す
ぎ
る
の
で

育
休
取
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

ど
う
や
っ
て
取
る
の
？

書
類
の
提
出
だ
け
で
容
易
に
取

得
で
き
た
。
育
休
期
間
の
１
カ
月

程
度
前
に
申
請
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
期
間
中
に
自
分
の
担
当
業

務
の
引
き
継
ぎ
や
、
ほ
か
の
方
に

迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
、
仕

事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

や
っ
て
み
た
感
想

取
得
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
夜

中
全
然
寝
て
く
れ
ず
、
泣
き
続
け
、

授
乳
に
沐
浴
に
そ
の
合
間
を
縫
っ

て
家
事
を
こ
な
し
て
い
る
妻
の
偉

大
さ
を
知
れ
た
。

ま
た
、
生
ま
れ
て
か
ら
一
度
も

見
て
も
ら
え
て
い
な
か
っ
た
祖
母

に
も
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
た

め
会
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
な

に
よ
り
毎
日
表
情
を
変
え
る
息

子
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き
て

充
実
し
た
育
休
期
間
で
あ
っ
た
。

周
囲
の
反
応

こ
れ
か
ら
の
人
へ

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な

い
男
性
の
育
休
を
、
上
司
の
後
押

し
と
先
輩
方
の
理
解
も
あ
り
取
得

で
き
た
。
一
人
で
は
取
得
出
来
て

い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
恵
ま
れ
た

環
境
で
あ
っ
た
。

仕
事
の
代
わ
り
は
い
ま
す
が
父

親
の
代
わ
り
は
い
ま
せ
ん
。

取
得
を
検
討
し
て
い
る
方
は
絶

対
に
取
得
し
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。

福
井
土
木
事
務
所
長
と
若
手
職
員
の

わ
く
わ
く
座
談
会

育休期間中の平日の混んでい
ない時間帯に抱っこひもで子供
を抱え買い物に（撮影者：妻）

5キロ越えで誕生した
息子は抱っこしている
のも一苦労

福井土木職員の決意表明！

～職員・所内のご紹介～

左から西出所長、富田（経理）、杉本（用地）、武田（経理）

（
所
長
）
入
庁
前
に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
ま
し
た
か
？

（
若
手
）
思
っ
て
い
た
よ
り
も
書
類
仕
事
が
多

い
印
象
で
す
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

文
書
の
作
成
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
所
長
）
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
た
だ
漫
然
と
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
に
考
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
福
井
土
木
で
の
経

験
が
次
の
異
動
先
で
も
必
ず
活
き
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

（
若
手
）
所
長
は
若
手
の
頃
ど
ん
な
こ

と
に
苦
労
さ
れ
ま
し
た
か
？

（
所
長
）
若
い
頃
、
土
木
の
入
札
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
担
当
し
て
い
て
、
前
例

が
な
い
中
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
開
発

に
取
り
組
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
仕
事
は
や
り
な
が
ら
身
に
着

け
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
若
手
）
仕
事
上
の
苦
労
や
困
難
は
ど
の

よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
ま
し
た
か
？

（
所
長
）
土
木
の
仕
事
は
苦
労
も
多
い

で
す
が
、
自
分
が
担
当
し
た
工
事
が
完

了
し
た
時
の
達
成
感
は
素
晴
ら
し
く
、

苦
労
が
吹
き
飛
ん
だ
感
じ
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
道
路
を
拡
幅
し
た
結

果
、
道
路
沿
い
の
住
民
の
方
に
、
交
通

量
が
多
く
な
り
迷
惑
だ
と
言
わ
れ
て
、

落
ち
込
ん
だ
苦
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

（
所
長
）
土
木
事
務
所
の
職
員
と
し
て
こ

れ
か
ら
ど
う
あ
り
た
い
で
す
か
？

（
若
手
）
用
地
や
経
理
の
担
当
と
し
て
、

関
係
者
の
皆
様
の
理
解
や
協
力
が
い
た

だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
対
応
し
、
工
事
が

円
滑
か
つ
適
切
に
進
む
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
出
所
長
、
本
日
は
お
忙
し
い
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふくいんふら2020年（令和２年）8月10日（道の日）

【頭】福井市、永平寺町の
将来を思い描きながら業務
に取り組んでいｌきます。

【耳】災害に
備え、常に情
報収集に努め
ていきます。

【目】危険箇所の
状況を常に注視して
いきます。

【足】徹底現場
主義をモットー
に現場をくまな
くパトロールし
ます。

我
々
は

全
身
全
霊
で

仕
事
に
臨
み
ま
す

【口】事業について
県民の方々にご理解
いただくため、
丁寧にご説明します。

【腕】資格取得など
土木技術力を磨いて
いきます。

※

マ
ス
ク
を
外
し
て
撮
影


